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　ジャイロトロンはミリ波を、加速電子との相互作用によって増幅する
電子管であるが、相互作用を終えた電子はコレクタで捕集されるときに
熱を発生する。本機はＣＰＤ(Collector Potential Depression) という
手法を使って、コレクタに入る電子を減速することによって熱の発生を
抑え、結果的に入力エネルギーを少なくできるようにしたものである。
便宜上このことをコレクタで「エネルギーを回収する」と呼んでいる
が、ジャイロトロンではＣＰＤが適用できないという定説を破って達成
した世界初のエネルギー回収型ジャイロトロンである。この成功によ
り、国際熱核融合実験炉の主加熱候補として期待されている。
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